
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　鉗子チャンネルの導入管の先端部に保持され

るアンカーと把持鉗子ユニットを接続する操作ワイヤ80

及びフック部材81と、把持鉗子ユニットのワイヤ掛止部

を接続するループワイヤ50及び押出部材を有し、押出部

材によりアンカーと把持鉗子ユニットとを導入管から押

し出し、ループワイヤ50を引くことにより該ループワイ

ヤを切断してアンカーと把持鉗子ユニットをフック部材

81から自由とする内視鏡用把持装置において、フック部

材に掛け止めたループワイヤが容易に外れることのない

内視鏡用把持装置を得る。

【解決手段】　操作ワイヤ先端のフック部材は、一端を

ループワイヤを導入する開放部とした係止溝82と、この

係止溝の開放部に位置する抜け防止弾性片84とを有して

いて、この抜け防止弾性片は、ループワイヤの挿入力に

より弾性変形可能で該ループワイヤが係止溝に入った後

に弾性復帰して該ループワイヤを抜け止める内視鏡用把

持装置。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 可 能 な 導 入 管 ；
　 こ の 導 入 管 の 先 端 部 に 保 持 さ れ る ア ン カ ー ；
　 対 象 物 内 部 の 対 象 部 位 を 把 持 す る 開 き 角 可 変 の 把 持 ク リ ッ プ と 、 こ の 把 持 ク リ ッ プ を 保
持 し 該 把 持 ク リ ッ プ と の 軸 方 向 の 相 対 位 置 で 開 き 角 を 制 御 す る 外 筒 管 と を 有 し 、 上 記 導 入
管 の 内 部 に 保 持 さ れ る 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト ；
　 上 記 ア ン カ ー と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト を 接 続 す る 柔 軟 連 結 部 材 ；
　 上 記 導 入 管 内 に 牽 引 操 作 可 能 に 挿 通 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ ；
　 こ の 操 作 ワ イ ヤ 先 端 に 結 合 し た フ ッ ク 部 材 と 、 上 記 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト の ワ イ ヤ 掛 止 部 と
の 間 に 掛 け 止 め ら れ て 両 者 を 接 続 す る ル ー プ ワ イ ヤ ； 及 び
　 上 記 導 入 管 内 に 配 置 さ れ た 、 上 記 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト と ア ン カ ー を 該 導 入 管 か ら 押 し 出 す
押 出 部 材 ；
を 有 し 、
　 操 作 ワ イ ヤ 先 端 の 上 記 フ ッ ク 部 材 は 、 一 端 を ル ー プ ワ イ ヤ を 導 入 す る 開 放 部 と し た 係 止
溝 と 、 こ の 係 止 溝 の 開 放 部 に 位 置 す る 抜 け 防 止 弾 性 片 と を 有 し て い て 、 こ の 抜 け 防 止 弾 性
片 は 、 ル ー プ ワ イ ヤ の 挿 入 力 に よ り 弾 性 変 形 可 能 で 該 ル ー プ ワ イ ヤ が 係 止 溝 に 入 っ た 後 に
弾 性 復 帰 し て 該 ル ー プ ワ イ ヤ を 抜 け 止 め 、
　 上 記 押 出 部 材 に よ り ア ン カ ー と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト と を 導 入 管 か ら 押 し 出 し 、 操 作 ワ イ ヤ
を 介 し て ル ー プ ワ イ ヤ を 引 く こ と に よ り 該 ル ー プ ワ イ ヤ を 切 断 し て 上 記 柔 軟 連 結 部 材 で 接
続 さ れ て い る ア ン カ ー と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト を フ ッ ク 部 材 か ら 自 由 と す る こ と を 特 徴 と す る
内 視 鏡 用 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 に お い て 、 上 記 フ ッ ク 部 材 は 全 体 と し て 操 作 ワ イ ヤ の 延
長 方 向 に 長 い 角 軸 状 を し て い て 、 上 記 係 止 溝 は 上 記 開 放 部 か ら 先 端 に 向 け て 徐 々 に 傾 斜 し
て 延 び て い る 内 視 鏡 用 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 に お い て 、 上 記 係 止 溝 は 、 平 面 的 に は
略 Ｕ 字 状 を な し て い る 内 視 鏡 用 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 に お い て 、 上 記 フ ッ ク 部 材 は 、 平
面 か ら な る ワ イ ヤ 導 入 面 を 備 え 、 上 記 係 止 溝 の 開 放 部 の 先 端 は こ の ワ イ ヤ 導 入 面 の 延 長 面
と 交 差 し て い る 内 視 鏡 用 把 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 に お い て 、 上 記 抜 け 防 止 弾 性 片 は 、 上 記 ワ イ ヤ 導 入 面 に
接 着 固 定 さ れ て お り 、 そ の 自 由 端 部 が 係 止 溝 の 開 放 部 内 に 臨 ん で い る 内 視 鏡 用 把 持 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 観 察 下 で 病 変 部 を 切 除 す る 際 に 、 磁 界 に よ っ て 誘 導 可 能 な 磁 気 ア ン カ
ー を 用 い て 、 患 者 の 病 変 部 を 把 持 す る た め の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 を 用 い た 手 術 の 一 態 様 と し て 従 来 磁 気 ア ン カ ー を 用 い て 病 変 部 を 持 ち 上 げ て 切 除
す る 手 法 が 知 ら れ て お り 、 本 出 願 人 は 、 こ の 手 法 に 用 い る 内 視 鏡 用 把 持 装 置 を 出 願 し て い
る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。 こ の う ち 特 許 文 献 ２ の 内 視 鏡 把 持 装 置 は 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ
ル 内 に 挿 通 可 能 な 導 入 管 の 先 端 部 に 磁 気 ア ン カ ー を 保 持 し 、 同 導 入 管 の 内 部 に 、 柔 軟 連 結
部 材 で ア ン カ ー に 接 続 し た 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト を 挿 入 し て い る 。 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト は 、 対 象
物 内 部 の 対 象 部 位 を 把 持 す る 開 き 角 可 変 の 把 持 ク リ ッ プ と 、 こ の 把 持 ク リ ッ プ を 保 持 し 該
保 持 ク リ ッ プ と の 軸 方 向 の 相 対 位 置 で 開 き 角 を 制 御 す る 外 筒 管 と を 有 し て い る 。 導 入 管 内
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に は さ ら に 、 牽 引 操 作 可 能 な 操 作 ワ イ ヤ と 押 出 部 材 が 挿 通 さ れ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ 先 端 の
フ ッ ク 部 材 と 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト の ワ イ ヤ 掛 止 部 と は 、 ル ー プ ワ イ ヤ で 接 続 さ れ て い る 。
こ の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 で は 、 押 出 部 材 に よ り ア ン カ ー と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト と を 導 入 管 か ら
押 し 出 し 、 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て ル ー プ ワ イ ヤ を 引 く こ と に よ り 対 象 部 位 を 把 持 し 、 さ ら に
該 ル ー プ ワ イ ヤ を 切 断 し て 柔 軟 連 結 部 材 で 接 続 さ れ て い る ア ン カ ー と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト を
フ ッ ク 部 材 か ら 自 由 と す る こ と で 、 ア ン カ ー を 用 い た 対 象 部 位 の 操 作 を 可 能 と す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ -１ ０ ５ ２ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ -９ ５ ３ ４ ８ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 で は 、 体 内 で 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト が 解 放 さ れ る ま で 、 操 作 ワ イ ヤ 先
端 に 結 合 し た フ ッ ク 部 材 と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト の ワ イ ヤ 掛 止 部 と を ル ー プ ワ イ ヤ に よ っ て 確
実 に 結 合 し て お か な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト の ワ イ ヤ 掛 止 部 は 、 閉 じ
ら れ て い る の に 対 し 、 フ ッ ク 部 材 の 係 止 溝 は ル ー プ ワ イ ヤ を 導 入 す る た め に 開 放 部 が 存 在
す る 。 こ の た め 、 誤 っ て 操 作 ワ イ ヤ を 緩 め た り 、 先 端 側 に 押 し 当 て た り し た 場 合 に 、 体 内
で 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト が 解 放 さ れ る 前 に ル ー プ ワ イ ヤ が 外 れ る お そ れ が あ っ た 。 ル ー プ ワ イ
ヤ が フ ッ ク 部 材 か ら 外 れ て し ま う と 、 内 視 鏡 用 把 持 装 置 の 操 作 が 不 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 フ ッ ク 部 材 に 掛 け 止 め た ル ー プ ワ イ ヤ が 容 易 に 外 れ る こ と の な い 内 視
鏡 用 把 持 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 把 持 装 置 は 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 可 能 な 導 入 管 ； こ の 導
入 管 の 先 端 部 に 保 持 さ れ る ア ン カ ー ； 対 象 物 内 部 の 対 象 部 位 を 把 持 す る 開 き 角 可 変 の 把 持
ク リ ッ プ と 、 こ の 把 持 ク リ ッ プ を 保 持 し 該 把 持 ク リ ッ プ と の 軸 方 向 の 相 対 位 置 で 開 き 角 を
制 御 す る 外 筒 管 と を 有 し 、 導 入 管 の 内 部 に 保 持 さ れ る 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト ； ア ン カ ー と 把 持
鉗 子 ユ ニ ッ ト を 接 続 す る 柔 軟 連 結 部 材 ； 導 入 管 内 に 牽 引 操 作 可 能 に 挿 通 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ
； こ の 操 作 ワ イ ヤ 先 端 に 結 合 し た フ ッ ク 部 材 と 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト の ワ イ ヤ 掛 止 部 と の 間
に 掛 け 止 め ら れ て 両 者 を 接 続 す る ル ー プ ワ イ ヤ ； 及 び 導 入 管 内 に 配 置 さ れ た 、 把 持 鉗 子 ユ
ニ ッ ト と ア ン カ ー を 該 導 入 管 か ら 押 し 出 す 押 出 部 材 ； を 有 し 、 操 作 ワ イ ヤ 先 端 の フ ッ ク 部
材 は 、 一 端 を ル ー プ ワ イ ヤ を 導 入 す る 開 放 部 と し た 係 止 溝 と 、 こ の 係 止 溝 の 開 放 部 に 位 置
す る 抜 け 防 止 弾 性 片 と を 有 し て い て 、 こ の 抜 け 防 止 弾 性 片 は 、 ル ー プ ワ イ ヤ の 挿 入 力 に よ
り 弾 性 変 形 可 能 で 該 ル ー プ ワ イ ヤ が 係 止 溝 に 入 っ た 後 に 弾 性 復 帰 し て 該 ル ー プ ワ イ ヤ を 抜
け 止 め 、 押 出 部 材 に よ り ア ン カ ー と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト と を 導 入 管 か ら 押 し 出 し 、 操 作 ワ イ
ヤ を 介 し て ル ー プ ワ イ ヤ を 引 く こ と に よ り 該 ル ー プ ワ イ ヤ を 切 断 し て 柔 軟 連 結 部 材 で 接 続
さ れ て い る ア ン カ ー と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト を フ ッ ク 部 材 か ら 自 由 と す る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
フ ッ ク 部 材 は 、 例 え ば 、 全 体 と し て 操 作 ワ イ ヤ の 延 長 方 向 に 長 い 角 軸 状 と す る こ と が で き
、 係 止 溝 は 開 放 部 か ら 先 端 に 向 け て 徐 々 に 傾 斜 し て 延 び て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 係 止 溝 は 、 平 面 的 に は 略 Ｕ 字 状 と し 、 ル ー プ ワ イ ヤ を 滑 ら か に 曲 折 さ せ る の が
よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 フ ッ ク 部 材 に は 、 平 面 か ら な る ワ イ ヤ 導 入 面 を 設 け 、 こ の ワ イ ヤ 導 入 面 の 延 長 面 に 対 し
て 係 止 溝 の 開 放 部 の 先 端 を 交 差 さ せ て 配 置 す る と 、 ル ー プ ワ イ ヤ を 係 止 溝 内 に 円 滑 に 導 入
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 抜 け 防 止 弾 性 片 は 、 こ の ワ イ ヤ 導 入 面 に 接 着 固 定 し 、 そ の 自 由 端 部 を 係 止 溝 の 開 放 部 内
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に 臨 ま せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 操 作 ワ イ ヤ 先 端 に 固 定 し た フ ッ ク 部 材 に 掛 け 止 め た ル ー プ ワ イ ヤ が フ
ッ ク 部 材 か ら 容 易 に 外 れ な い 内 視 鏡 用 把 持 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 把 持 装 置 １ の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 患 者 （ 対 象 物 ） の 病 変 部 （ 対 象 部 位 ） １ ３ ０ （ 図 ７ か ら 図 １ ２ 参 照 ） を 観 察 お よ
び 処 置 す る こ と が で き る 内 視 鏡 ２ 内 に 、 内 視 鏡 用 把 持 装 置 １ を 挿 通 し た 状 態 を 示 し て い る
。 内 視 鏡 ２ は 、 患 者 の 体 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 ３ と 、 挿 入 部 ３ の 先 端 部 に 配 置 さ れ る 先 端 硬
性 部 ６ ０ と 、 挿 入 部 ３ の 後 方 に 内 視 鏡 用 把 持 装 置 １ な ど の 処 置 具 を 挿 入 す る 鉗 子 挿 入 口 ９
０ と 、 鉗 子 挿 入 口 ９ ０ と 先 端 硬 性 部 ６ ０ の 間 に 連 通 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ６ １ （ 図 ７ 参 照 ）
と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 把 持 装 置 １ は 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ６ １ 内 に 挿 通 さ れ る 中
空 円 筒 状 の 導 入 管 ７ ０ と 、 導 入 管 ７ ０ の 内 壁 に 沿 っ て 設 け ら れ る 押 出 部 材 ７ １ と 、 押 出 部
材 ７ １ の 内 側 に 挿 通 す る 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ と 、 導 入 管 ７ ０ の 先 端 部 に 嵌 め ら れ る 磁 気 ア ン カ
ー ３ ０ と 、 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ の 後 方 に 配 置 さ れ る 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 磁 気 ア ン カ ー （ ア ン カ ー ） ３ ０ は 、 磁 性 体 か ら な り 、 導 入 管 ７ ０ の 先 端 部 に 保 持 さ れ て
い る 。 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ に 用 い る 磁 性 体 と し て は 、 純 鉄 、 鉄 合 金 の ほ か 、 プ ラ チ ナ マ グ ネ
ッ ト 、 希 土 類 磁 石 、 テ ル ビ ウ ム ・ デ ィ ス プ ロ シ ウ ム ・ 鉄 合 金 な ど の 磁 石 を 使 用 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 例 え ば 電 磁 石 、 永 久 磁 石 な ど の 磁 気 誘 導 部 材 を 用 い る こ と に よ っ て 、 操
作 者 は 、 患 者 の 体 外 か ら 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ を 吸 引 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ と 外 筒 管 ４ ０ か ら な り 、 導 入 管 ７ ０ の 内 側
に 位 置 し て 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ の 後 方 に 配 置 さ れ て い る 。
　 把 持 ク リ ッ プ １ ０ は 、 略 Ｕ 字 形 状 に 曲 折 し て お り 、 対 向 す る 長 い 板 状 部 材 １ １ 、 １ ２ と
ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ を 備 え る 。 ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ は 、 曲 折 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
板 状 部 材 １ １ 、 １ ２ の ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ と は 反 対 側 の 先 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 内 側 へ 屈 曲
さ せ た 爪 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 板 状 部 材 １ １ 、 １ ２ の 長 手 方 向 の 同 一 位 置
に お い て は 、 板 状 部 材 １ １ 、 １ ２ を 屈 曲 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 前 後 部 分 よ り も 外 方 へ 突
出 し た 凸 部 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ と 、 凸 部 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ の 前 方 端 か ら 再 び 外 方 へ 広 が る 傾 斜 部
１ １ ｃ 、 １ ２ ｃ と 、 傾 斜 部 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ の 前 方 端 か ら 爪 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ へ 延 び る 平 面
先 端 部 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ を 外 筒 管 ４ ０ に 引
き 込 む こ と に よ っ て 、 爪 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ が 開 閉 し 、 爪 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ は 、 患 者 内 部 の
病 変 部 １ ３ ０ を 把 持 す る こ と が で き る 。 な お 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ は 、 病 変 部 １ ３ ０ を 把 持
で き れ ば 板 状 部 材 の 数 は ３ 枚 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 把 持 ク リ ッ プ １ ０ は 、 ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ の 近 傍 に 位 置 す る 後 部 １ １ ｅ 、 １ ２ ｅ が 略 円
筒 状 の 外 筒 管 ４ ０ 内 に 保 持 さ れ て い る 。 外 筒 管 ４ ０ は 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 外 面 が 当 接 可
能 な 内 径 を 有 し て お り 、 例 え ば ス テ ン レ ス パ イ プ 、 プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー ブ や 超 弾 性 合 金 に
よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 外 筒 管 ４ ０ は 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ お よ
び 後 部 １ １ ｅ 、 １ ２ ｅ が 挿 入 さ れ て い る 大 径 部 ４ ６ と 、 大 径 部 ４ ６ の 後 方 に 設 け る 小 径 部
４ ７ と 、 小 径 部 ４ ７ に 位 置 し て 径 方 向 に 対 向 す る 一 対 の ス リ ッ ト ４ １ 、 ４ ２ を 有 す る 円 筒
形 状 で あ り 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ に 対 し て 軸 方 向 に 相 対 移 動 可 能 で あ る 。 ス リ ッ ト ４ １ 、 ４
２ は 、 外 筒 管 ４ ０ の 軸 に 平 行 に 延 び て お り 、 そ の 後 端 部 は 開 放 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 外 筒 管 ４ ０ は 、 軸 方 向 に 移 動 し て 把 持 ク リ ッ プ １ ０ と の 相 対 位 置 を 変 化 す
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る こ と に よ っ て 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 開 き 角 を 制 御 す る 。 な お 、 小 径 部 ４ ７ に 設 け る ス リ ッ
ト は １ つ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ と 把 持 ク リ ッ プ １ ０ （ 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ ） は 、 柔 軟 性 を 有 す る
柔 軟 連 結 部 材 ２ ０ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 柔 軟 連 結 部 材 ２ ０ は 、 ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ の
内 側 に 通 さ れ て 、 ス リ ッ ト ４ １ 、 ４ ２ を 介 し て 外 筒 管 ４ ０ （ 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ ） 外
に 配 置 さ れ た 後 に 、 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ の 一 端 に 設 け ら れ た 孔 部 ３ １ に 挿 入 固 定 さ れ て い る
。 柔 軟 連 結 部 材 ２ ０ と し て は 、 例 え ば 、 手 術 用 縫 合 糸 、 釣 糸 、 金 属 製 ワ イ ヤ を 使 用 す る こ
と が で き る 。
こ の よ う に 、 柔 軟 連 結 部 材 ２ ０ を 介 し て 把 持 ク リ ッ プ １ ０ （ 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ ） と
磁 気 ア ン カ ー ３ ０ と を 連 結 し て い る た め 、 術 者 は 患 者 の 体 外 か ら 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ を 吸 引
制 御 す る こ と に よ っ て 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ を 所 望 の 方 向 に 牽 引 す る こ と が で き る （ 図 １ ２
参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ は 、 導 入 管 ７ ０ よ り も 充 分 長 く 、 そ の 後 端 部 は 内 視 鏡 ２ の 鉗 子 挿 入 口 ９
０ か ら 外 部 に 突 出 し た 導 入 管 ７ ０ か ら 、 さ ら に 延 出 し て い る 。 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ は 、 導 入 管
７ ０ 内 に 牽 引 操 作 可 能 に 挿 通 さ れ て お り 、 そ の 先 端 に は 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ が 設 け ら れ て い
る 。 フ ッ ク 部 材 ８ １ と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ と の 間 に は 、 こ れ ら
を 接 続 す る ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ が 掛 け 止 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ は 、 所 定 以 上 の 強 い 力 で 牽 引 し た と き に 切 断 す る 材 料 、 例 え ば 合 成 樹 脂
材 料 や 金 属 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 。
フ ッ ク 部 材 ８ １ は 、 図 ５ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ の 先 端 に 、 例 え ば 接 着 剤
、 は ん だ 、 ロ ウ 付 け な ど の 接 合 手 段 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 フ ッ ク 部 材 ８ １ は 、 全 体 と
し て 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ の 延 長 方 向 に 長 い 角 軸 状 を し て お り 、 係 止 溝 ８ ２ と ワ イ ヤ 導 入 面 ８ ３
と を 有 す る 。 係 止 溝 ８ ２ は 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ の 先 端 部 に 配 置 さ れ て 、 一 端 に は ル ー プ ワ イ
ヤ ５ ０ を 導 入 す る 開 放 部 ８ ４ を 設 け て い る 。 さ ら に 、 係 止 溝 ８ ２ は 、 平 面 的 に は 略 Ｕ 字 状
を な し て お り 、 開 放 部 ８ ４ か ら フ ッ ク 部 材 ８ １ の 先 端 に 向 け て 徐 々 に 傾 斜 し た 湾 曲 部 ８ ２
ａ が 設 け ら れ て い る 。 湾 曲 部 ８ ２ ａ は 、 当 接 す る ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ を 緩 や か に 曲 折 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ワ イ ヤ 導 入 面 ８ ３ は 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ の 一 側 面 の 一 部 を な す 平 面 か ら な り 、 こ の ワ イ ヤ 導
入 面 ８ ３ の 延 長 面 は 開 放 部 ８ ４ の 先 端 と 交 差 し て い る 。 つ ま り 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ の 先 端 は
、 ワ イ ヤ 導 入 面 ８ ３ に ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ を 沿 わ せ る と 、 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ が 係 止 溝 ８ ２ の
開 放 部 ８ ４ の 先 端 に 係 止 さ れ る よ う に 突 出 し て い る 。 ワ イ ヤ 導 入 面 ８ ３ に は 、 抜 け 防 止 弾
性 片 ８ ５ が 接 着 固 定 さ れ て い る 。 抜 け 防 止 弾 性 片 ８ ５ は 、 変 形 可 能 な 弾 性 素 材 （ 例 え ば 板
ば ね 材 料 ） か ら な る 長 い 板 状 で あ り 、 そ の 先 端 の 自 由 端 部 ８ ５ ａ は 、 係 止 溝 ８ ２ の 開 放 部
８ ４ 内 に 臨 ん で い る 。 こ の 自 由 端 部 ８ ５ ａ は 、 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ を 係 止 溝 ８ ２ 内 に 挿 入 す
る と き に は 弾 性 変 形 し て そ の 挿 入 を 妨 げ ず 、 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ が 一 旦 係 止 溝 ８ ２ 内 に 挿 入
さ れ る と 弾 性 復 帰 し て そ の 離 脱 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
導 入 管 ７ ０ の 内 壁 に は 、 導 入 管 ７ ０ の 長 手 方 向 に お い て 、 押 出 部 材 ７ １ が 配 置 さ れ て い る
。 押 出 部 材 ７ １ は 、 導 入 管 ７ ０ に 対 し て 相 対 移 動 可 能 で あ り 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ と
磁 気 ア ン カ ー ３ ０ を こ の 導 入 管 ７ ０ か ら 押 し 出 す 。 押 出 部 材 ７ １ の 先 端 硬 性 部 ６ ０ 側 先 端
に は 、 規 制 管 ７ ２ が 接 着 剤 、 は ん だ 、 ロ ウ 付 け な ど の 固 定 手 段 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
規 制 管 ７ ２ に は 段 部 ７ ３ が 設 け ら れ て お り 、 段 部 ７ ３ の 前 方 部 分 ７ ４ の 外 径 は 導 入 管 ７ ０
の 内 径 と ほ ぼ 同 一 で あ る 。 一 方 、 前 方 部 分 ７ ４ よ り 外 径 の 小 さ い 後 方 部 分 ７ ５ の 外 径 は 、
押 出 部 材 ７ １ が 形 成 す る 中 空 円 筒 の 内 径 と ほ ぼ 同 一 で あ る 。 し た が っ て 、 後 方 部 分 ７ ５ の
外 周 に 押 出 部 材 ７ １ を 固 定 す る と 、 押 出 部 材 ７ １ が 形 成 す る 中 空 円 筒 の 外 周 と 前 方 部 分 ７
４ の 外 周 が ほ ぼ 同 一 面 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 前 方 部 分 ７ ４ の 内 径 は 、 後 方 部 分 ７ ５ の 内 径 よ り 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 前 方 部
分 ７ ４ の 内 径 及 び 後 方 部 分 ７ ５ の 内 径 は 、 そ れ ぞ れ 、 外 筒 管 ４ ０ の 大 径 部 ４ ６ の 外 径 及 び
小 径 部 ４ ７ の 外 径 と ほ ぼ 同 一 で あ る 。 こ の た め 、 規 制 管 ７ ２ 内 に 外 筒 管 ４ ０ を 挿 入 す る こ
と が で き 、 か つ 、 段 差 部 ４ ５ が 規 制 管 ７ ２ の 先 端 面 ７ ６ に 当 接 す る こ と に よ っ て 外 筒 管 ４
０ の 移 動 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 患 者 の 体 内 に 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ を 導 入 す る 前 に 、 以 下 の よ う
に 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ と 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ を 導 入 管 ７ ０ 内 に 配 置 す る 。
図 ４ か ら 図 ６ に 示 す よ う に 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ と 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ は 、 柔 軟 連 結 部
材 ２ ０ を 介 し て 連 結 さ れ た 状 態 で ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ を 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ に 臨 ま せ て い る 。 こ
の と き 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ を 導 入 管 ７ ０ お よ び 規 制 管 ７ ２ か ら 露 出 さ せ る 。 あ ら か じ め 把 持
ク リ ッ プ １ ０ 内 に 通 さ れ た ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ は 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ に 臨 み 、 ワ イ ヤ 導 入 面 ８
３ に 接 着 固 定 さ れ る 抜 け 防 止 弾 性 片 ８ ５ に 沿 っ て 開 放 部 ８ ４ に 向 か う 。 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０
は 、 開 放 部 ８ ４ の 先 端 に 引 っ 掛 か り 、 抜 け 防 止 弾 性 片 ８ ５ の 自 由 端 部 ８ ５ ａ を 下 方 に 変 形
さ せ て 、 係 止 溝 ８ ２ に 掛 り 止 ま る 。 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ は 係 止 溝 ８ ２ に 掛 り 止 め ら れ る と 、
抜 け 防 止 弾 性 片 ８ ５ の 自 由 端 部 ８ ５ ａ に よ っ て 抜 け 止 め ら れ る 。 つ ま り 、 抜 け 防 止 弾 性 片
８ ５ は 、 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ を 係 止 溝 ８ ２ に 掛 り 止 め る た め の 挿 入 力 に よ り 弾 性 変 形 さ れ る
。 そ し て 、 挿 入 力 を 受 け な く な る と 、 抜 け 防 止 弾 性 片 ８ ５ は 、 弾 性 復 帰 し て 開 放 部 ８ ４ に
臨 む 。 こ の よ う に し て 、 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ は フ ッ ク 部 材 ８ １ の 係 止 溝 ８ ２ に 抜 け 止 め ら れ
る 。
ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ は 、 抜 け 防 止 弾 性 片 ８ ５ の 自 由 端 部 ８ ５ ａ に よ っ て 抜 け 止 め ら れ る た め
、 以 後 の 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 導 入 操 作 等 に よ っ て 係 止 溝 ８ ２ か ら 外 れ る こ と は な い
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 状 態 で 、 外 筒 管 ４ ０ の 後 端 部 を 規 制 管 ７ ２ 内 に 挿 入 す る 。 こ の 挿 入 動 作 は 、 外 筒 管 ４
０ の 段 差 部 ４ ５ と 前 方 部 分 ７ ４ の 先 端 部 と が 突 き 当 た る こ と 、 お よ び 規 制 管 ７ ２ の 段 部 ７
３ と 小 径 部 ４ ７ の 後 端 部 と が 突 き 当 た る こ と に よ っ て 、 外 筒 管 ４ ０ の 挿 入 が 規 制 さ れ て 終
了 す る 。
こ の よ う に 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ が ま ず 導 入 管 ７ ０ 内 に 挿 入 さ れ 、 次 に 磁 気 ア ン カ ー
３ ０ の 一 部 が 導 入 管 ７ ０ の 先 端 部 に 嵌 合 す る 。 ま た 、 柔 軟 連 結 部 材 ２ ０ は 、 磁 気 ア ン カ ー
３ ０ を 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 前 方 に 配 置 す る こ と を 妨 げ な い だ け の 十 分 な 長 さ を 有 し て い る
た め 、 挿 入 動 作 完 了 時 に は 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ （ 把 持 ク リ ッ プ １
０ お よ び 外 筒 管 ４ ０ ） が 一 直 線 上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ７ か ら 図 １ ２ は 、 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 体 内 へ の 導 入 操 作 、 把
持 ク リ ッ プ １ ０ に よ る 病 変 部 １ ３ ０ の 把 持 操 作 、 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ （ 病 変 部 １ ３ ０ ） の 牽
引 操 作 を 示 し て い る 。 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ と 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ の 体 内 へ の 導 入 は 、 体
内 に 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ３ を 導 入 す る こ と に よ っ て 行 う 。 挿 入 部 ３ の 先 端 硬 性 部 ６ ０ 内 に は
、 導 入 管 ７ ０ が 挿 通 さ れ て お り 、 導 入 管 ７ ０ の 先 端 に は 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ が 配 置 さ れ 、 こ
の 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ の 後 方 に 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ
ト １ ０ ０ は 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 爪 部 １ １ ａ 、 １ ２ ａ を 先 端 硬 性 部 ６ ０ の 先 端 側 に 向 け て
配 置 し て い る 。   
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 把 持 ク リ ッ プ １ ０ と 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ の 患 者 の 体 内 へ の 導 入 は 以 下 の よ う に 行 う 。 ま ず
、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ３ を 患 者 の 体 内 に 挿 入 す る 。 そ の 後 、 先 端 硬 性 部 ６ ０ か ら 導 入 管 ７ ０
の 先 端 部 を 体 内 に 露 出 さ せ る 。 押 出 部 材 ７ １ に よ り 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト
１ ０ ０ と を 導 入 管 ７ ０ か ら 押 し 出 す 。
す な わ ち 、 押 出 部 材 ７ １ に よ っ て 規 制 管 ７ ２ を 前 方 側 へ 付 勢 す る と 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １
０ ０ が 前 方 へ 押 さ れ 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 先 端 が 磁 気 ア ン カ ー
３ ０ の 後 端 に 当 接 す る 。 こ の 状 態 か ら 、 さ ら に 規 制 管 ７ ２ を 前 方 に 付 勢 す る と 、 導 入 管 ７
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０ の 先 端 部 に 嵌 合 し て い る 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ が 外 れ る 。 な お 、 押 出 部 材 ７ １ を 保 持 し た 状
態 で 導 入 管 ７ ０ を 鉗 子 挿 入 口 ９ ０ 側 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 導 入 管 ７ ０ の 先 端 部 に 嵌
合 し て い る 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ を 外 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 導 入 管 ７ ０ の 先 端 か ら 患 者 の 体 内 に 露 出
し 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 把 持 ク リ ッ プ １ ０ お よ び 外 筒 管 ４ ０ が 導 入 管 ７ ０ の 長 手 方
向 に お い て 、 一 直 線 上 に 配 置 さ れ る 。 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ は 、 重 力 に よ っ て 下 方 に 垂 れ 下 が
る 。 し た が っ て 、 先 端 硬 性 部 ６ ０ を 病 変 部 １ ３ ０ に 対 向 す る よ う に 内 視 鏡 ２ を 操 作 す れ ば
、 先 端 硬 性 部 ６ ０ 内 に 配 置 さ れ た 導 入 管 ７ ０ も 病 変 部 １ ３ ０ に 対 向 す る た め 、 術 者 は 、 容
易 に 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 先 端 を 病 変 部 １ ３ ０ に 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 病 変 部 １ ３ ０ へ の 把 持 操 作 は 以 下 の よ う
に 行 う 。
　 ま ず 、 平 面 先 端 部 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ を 開 く た め に 、 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ を 押 出 部 材 ７ １ 及 び 規
制 管 ７ ２ に 対 し て 相 対 的 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ を 牽 引 し て 凸 部 １ １ ｂ
、 １ ２ ｂ を 外 筒 管 ４ ０ 内 に 引 き 込 む 。 外 筒 管 ４ ０ 内 に 引 き 込 ま れ た 凸 部 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ は
、 外 筒 管 ４ ０ の 内 壁 に 当 接 す る た め 、 互 い に 近 づ く 方 向 に 撓 む 。 凸 部 １ １ ｂ 、 １ ２ ｂ が こ
の よ う に 撓 む こ と に よ っ て 、 平 面 先 端 部 １ １ ｄ 、 １ ２ ｄ は 互 い に 離 間 し て 、 図 ８ に 示 す よ
う に 、 外 筒 管 ４ ０ か ら 露 出 し た 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 先 端 側 が 開 く こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 開 い た 把 持 ク リ ッ プ １ ０ を 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ と 外 筒 管 ４ ０ の 相 対 位 置 が 変
化 し な い よ う に し て 、 押 出 部 材 ７ １ 、 規 制 管 ７ ２ 及 び 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ を 一 体 に 移 動 さ せ て
病 変 部 １ ３ ０ に 向 け て 進 行 さ せ る 。 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 先 端 が 所 望 の 位 置 に 来 た と こ ろ で
把 持 ク リ ッ プ １ ０ を 閉 じ る こ と に よ っ て 、 病 変 部 １ ３ ０ を 把 持 ク リ ッ プ １ ０ で 把 持 す る こ
と が で き る 。
把 持 ク リ ッ プ １ ０ を 閉 じ る た め に は 、 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ を 牽 引 し て 押 出 部 材 ７ １ 及 び 規 制 管
７ ２ に 対 し て 相 対 的 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 傾 斜 部 １ １ ｃ 、 １ ２
ｃ を 外 筒 管 ４ ０ 内 に 引 き 込 む 。 外 筒 管 ４ ０ 内 に 引 き 込 ま れ た 傾 斜 部 １ １ ｃ 、 １ ２ ｃ は 、 外
筒 管 ４ ０ の 内 壁 に 当 接 す る た め 、 互 い に 近 づ く 方 向 に 撓 み 、 こ れ に 伴 っ て 平 面 先 端 部 １ １
ｄ 、 １ ２ ｄ は 互 い に 近 づ く よ う に 動 く 。 し た が っ て 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 外 筒 管 ４ ０ か ら
露 出 し た 把 持 ク リ ッ プ １ ０ の 先 端 側 が 閉 じ る こ と に な る 。 こ の よ う に し て 、 把 持 鉗 子 ユ ニ
ッ ト １ ０ ０ お よ び 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ の 病 変 部 １ ３ ０ へ の 把 持 操 作 は 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ お よ び 磁 気 ア ン カ ー ３ ０
の 分 離 動 作 は 、 以 下 の よ う に 行 う 。 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ を 介 し て ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ を 強 く 引 く
と 、 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ は 、 ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ 側 で 切 断 さ れ る 。 す な わ ち 、 ル ー プ ワ イ ヤ
５ ０ は 、 緩 や か に 曲 折 す る 湾 曲 部 ８ ２ ａ に 比 べ て 、 急 激 に 曲 折 す る ワ イ ヤ 掛 止 部 １ ０ ａ に
お い て 破 断 す る 。 ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ が 切 断 さ れ る と 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ に よ っ て 拘 束 さ れ て
い た 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 フ ッ ク 部 材 ８ １ か ら 自 由 と な る 。 そ
の 後 、 押 出 部 材 ７ １ 、 規 制 管 ７ ２ 、 操 作 ワ イ ヤ ８ ０ 及 び ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ を 導 入 管 ７ ０ 内
に 後 退 さ せ て 、 導 入 管 ７ ０ と と も に 鉗 子 挿 入 口 ９ ０ か ら 抜 去 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 病 変 部 １ ３ ０ は 、 患 者 の 体 外 か ら 磁 気 ア ン カ ー ３ ０ に 吸 引 力 を 及
ぼ す こ と に よ り 牽 引 さ れ る 。 持 ち 上 げ ら れ た 病 変 部 １ ３ ０ は 、 高 周 波 メ ス な ど の 切 開 具 に
よ っ て 切 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ル ー プ ワ イ ヤ ５ ０ は 、 抜 け 防 止 弾 性 片 ８ ５ に よ っ て 抜 け 止 め ら れ る た め 、 フ ッ ク 部 材 ８ １
か ら 容 易 に 外 れ る こ と は な い 。 し た が っ て 、 術 者 は 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ と 磁 気 ア ン カ ー ３
０ の 患 者 の 体 内 へ の 導 入 操 作 、 把 持 ク リ ッ プ １ ０ に よ る 病 変 部 １ ３ ０ の 把 持 操 作 お よ び 把
持 鉗 子 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 分 離 操 作 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 概 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ア ン カ ー 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト 、 柔 軟 連 結 部 材 、 及 び ル ー
プ ワ イ ヤ の 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ア ン カ ー 、 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト 、 柔 軟 連 結 部 材 、 及 び ル ー
プ ワ イ ヤ の 構 成 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ッ ク 部 材 に ル ー プ ワ イ ヤ が 臨 ん で い る 状 態 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ッ ク 部 材 及 び 該 フ ッ ク 部 材 に ル ー プ ワ イ ヤ を 掛 け 止 め
る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ッ ク 部 材 と 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト を ル ー プ ワ イ ヤ で 接 続 し
た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 把 持 ク リ ッ プ お よ び ア ン カ ー を 導 入 管 の 外 部 に 露 出 さ せ
た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 把 持 ク リ ッ プ が 開 い た 状 態 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 把 持 ク リ ッ プ が 対 象 部 位 を 把 持 し た 状 態 を 示 す 一 部 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ル ー プ ワ イ ヤ の 一 部 が 切 断 さ れ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト と ア ン カ ー が 導 入 管 か ら 自 由 と さ れ
た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ア ン カ ー が 牽 引 さ れ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 内 視 鏡 用 把 持 装 置
２ 　 内 視 鏡
１ ０   　 把 持 ク リ ッ プ
１ ０ ａ 　 ワ イ ヤ 掛 止 部
１ １ 　 １ ２ 　 板 状 部 材
１ １ ａ 　 １ ２ ａ 　 爪 部
１ １ ｂ 　 １ ２ ｂ 　 凸 部
１ １ ｃ 　 １ ２ ｃ 　 傾 斜 部
１ １ ｄ 　 １ ２ ｄ 　 平 面 先 端 部
１ １ ｅ 　 １ ２ ｅ 　 後 部
２ ０ 　 柔 軟 連 結 部 材
３ ０ 　 磁 気 ア ン カ ー （ ア ン カ ー ）
３ １ 　 孔 部
４ ０ 　 外 筒 管
４ １ 　 ４ ２ 　 ス リ ッ ト
４ ５ 　 段 差 部
４ ６ 　 大 径 部
４ ７ 　 小 径 部
５ ０ 　 ル ー プ ワ イ ヤ
６ ０ 　 先 端 硬 性 部
６ １ 　 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
７ ０ 　 導 入 管
７ １ 　 押 出 部 材
７ ２ 　 規 制 管
７ ３ 　 段 部
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７ ４ 　 前 方 部 分
７ ５ 　 後 方 部 分
８ ０ 　 操 作 ワ イ ヤ
８ １ 　 フ ッ ク 部 材
８ ２ 　 係 止 溝
８ ２ ａ 　 湾 曲 面
８ ３ 　 ワ イ ヤ 導 入 面
８ ４ 　 開 放 部
８ ５ 　 抜 け 防 止 弾 性 片
８ ５ ａ 　 自 由 端 部
９ ０ 　 鉗 子 挿 入 口
１ ０ ０ 　 把 持 鉗 子 ユ ニ ッ ト
１ ３ ０ 　 病 変 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于连接固定在钳子通道的引入管的远端部分处
的锚和抓紧钳子单元的操作线80和钩构件81，环线50和用于连接抓紧钳
子单元的线保持部分的挤压构件。 内窥镜把持装置，其具有通过挤压部
件从导入管中推出的锚固件和把持钳单元，并且拉动环线50以切断环形
线，从而从钩部件81上释放锚固件和把持钳单元。 （ZH）一种用于抓握
内窥镜的装置，其中钩在钩构件上的环线不易脱落。 解决方案：操作线
末端的挂钩部件具有一个锁定槽82，该锁定槽的一端是用于引入环形线
的开口，以及位于锁定槽的开口中的防脱出弹性件84。 防止拉出的弹性
片在环线的插入力的作用下可弹性变形，并且在环线进入锁定槽以保持
环线之后弹性地返回。 [选择图]图5
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